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「タイムライン」とは？

～水災害から命を守る、そして新たな防災社会を創る～

C eM I環境・防災研究所
副所長 松尾一郎
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特特定非営利活動法人
環境防災総合政策研究機構

１．タイムラインとは？

２．タイムライン元年

３．国土交通省「大規模水害に関わる水災害対策本部」の取組

４．提唱者として失敗は出来ない

５．どのように構築するのか

６．目指すもの
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バリヤーアイランドは約4 ,0 0 0 棟が高潮被害を受ける、予め州政府と調整し、町や地区とも
早い段階で調整できていたこともあって、人的被害ゼロの円滑な避難が実現できた。
（トムズリバー市長）

特特定非営利活動法人
環境防災総合政策研究機構
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ニュージャージ州危機管理局 ハリケーン用 意思決定支援ツール
（ニュージャージー・ハリケーン・タイムライン 2013）
Major  Activities (主な行動項目）

州内の全機関は、ハリケーン対応への準備に入る
州および郡の危機管理局は、タイムライン運用対応レベル２に、さらに３，４の準備。
州非常事態宣言の調整準備に入る。
州および郡の危機管理局は、タイムライン運用対応レベル３，４（発災に対応）
NJ州内 避難行動計画とその準備
NJ州内 全面一方通行による沿岸部からの避難の喚起にかかる意思決定
NJ州内 広域避難計画とその準備
NJ州内 避難場所確保行動の計画と準備
州知事の非常事態宣言と沿岸部への注意喚起
州および郡の危機管理局は、タイムライン運用対応レベル４
重要な防災対応機能の決定（基本機能と緊急機能の継続）
州と郡の広域避難に関わる避難所準備と開設
NJ州内 全面一方通行による沿岸部からの避難準備と交通網の管理
NJ州内 避難命令とその開始
NJ州内および郡における避難所の開設
NJ州内 全面一方通行による沿岸部からの避難行動開始
その場で安全なところへ避難を促す州命令
NJ 全面一方通行の終了と動員解除
公共交通機関の運行停止の指示
州 警察および消防の安全な場所への退避
必要に応じたタスクフォースの運用開始にかかる州命令
州 危機管理局による応急開始
基本的な緊急支援の運用を決定する
NJ州内の優先的に被害状況の調査とがれき処理の調査に入る
可能なところから公共交通のサービスを再開する
州および郡の避難所で可能なところから動員解除を開始する
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New Jersey State Hurricane Incident Annex 2012

タイムライン

New Jersey State Hurricane
Decision Support Tool 2013
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※

CeMI

米国ハリケーン・サンディに関する 
国土交通省・防災関連学会合同調査団による 

緊急メッセージ 

～想定外に対応せよ～

○地球温暖化に伴う影響が懸念される昨今、巨大台風による大規模
水害は明日起こるかもしれない。甚大な人的被災や都市機能が停
止するような大規模な浸水の発生を前提として、対応力を強化せ
よ。

○科学的知見に基づき、広大な地下空間やゼロメートル地帯を有す
る３大都市圏の大規模水害のリスク評価を速やかに行い、国民に
周知せよ。

○地方公共団体、民間企業と連携し、台風情報を活用した災害対応
の行動計画を策定・共有せよ。

○災害対応後にその内容を検証・改善する仕組みを構築せよ。

特特定非営利活動法人
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先を見越した対応
（Proactive  Response)

○ タイムライン（事前防災行動計画）

防災機関連携と専門家助言
（Partnership/Coodination)
○ 専門家の支援体制の確保
○ 危機感の共有体制
（地域の防災機関連携）

広域・巨大水害への適応
（Adaptation)

○ 災害の事後検証体制の設置

地域や人の対応力強化
（Ｒesilience）

○ ライフライン・交通網の浸水対応
○ 企業経済活動の維持・早期回復
○ 地域コミュニティの対応力向上

リスクの再評価
（Risk Assessm ent)
○ 災害リスクの評価
○ リスクと防災情報
○ 地域の耐水性確保
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タイムライン元年

なぜタイムラインなのか？
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30

Ichiro Matsuo ©CeMI

平成25年 台風第18号 京都・滋賀豪雨災害 平成25年 台風第26号 (伊豆）大島土砂災害

55 S33
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１．意思決定者（市町村長）にとっては初めての経験、多くは試行錯誤の対応。
⇒ 自治体の意思決定の支援が重要

２．防災計画に基づき体制や所掌は決めているが、現実は混乱、その場の対応。
⇒ 事前段階から事後までの具体の防災行動を考える

３．災害教訓を共有する・継承することが出来ない。
⇒ 過去の「ふりかえり」や教訓の有効活用

４．これまでは地域や機関がばらばらの防災対応であった。
⇒ 減災には、地域の機関や主体が連携した防災

Ichiro Matsuo ©CeMI

タイムラインで解消出来る
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タイムラインの取り組みを進めている地域
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準備会
（１月）

タイムラインとは

第２、３、４回

防災情報の解説
防災行動の抽出
１次案の作成

台風での試
行

台風8号、11号、17号、18号、19号

（２月以降）

案の完成
訓練

2011年台風１２号のふりかえり

第１回
（2月）

タイムライン試行版の運用（台風期）

タイムライン元年 三重県紀宝町

構成
機関
（委
員）

紀宝町役場（特別参与、総務担当理事兼総務課長、政策担当理事、理事兼議会事務局長、
会計管理者兼出納室長、税務住民課長、福祉課長、地域包括支援セ
ンター長、健康づくり推進課長、産業建設課長、環境衛生課長、企画調
整課長、教育課長）

紀宝町校長会長、紀宝町社会福祉協議会、紀宝町自主防災組織連絡協議会、紀宝町消防団、
紀宝町区長会、紀南医師会、三重県紀宝警察署、熊野市消防署紀宝分署
関西電力株式会社 和歌山支店 新宮営業所
電源開発株式会社 西日本支店 十津川電力所
電源開発株式会社 西日本支店 北山川電力所
国土交通省近畿地方整備局 紀南河川国道事務所
国土交通省中部地方整備局 紀勢国道事務所
津地方気象台
三重県（危機管理局、紀南地域活性化局、熊野建設事務所、熊野農林事務所）

座長 松尾一郎 CeM I環境・防災研究所 副所長

事務
局 紀宝町役場 総務課（防災対策）

アド
バイ
ザー

山﨑 登 ＮＨＫ解説委員室 解説主幹
中村 則之 環境防災総合研究機構 上席研究員

Ichiro Matsuo ©CeMI 18
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委員

大島町役場（町議会、消防本部、総務課、政策推進課、教育文化課、
福祉けんこう課、住民課、地域整備課、観光産業課）

大島警察署、大島町消防団、東京都大島支庁総務課、
国土交通省国土技術政策総合研究所土砂災害研究部、東京管区気
象台気象防災部、気象庁伊豆大島火山防災連絡所、東京電力(株)、
ＮＴＴ東日本、東海汽船、大島町商工会、大島建設業協会、
大島観光協会、大島社会福祉協議会、大島町民生委員児童委員協議
会、大島町立小中学校校長会、大島町婦人会

委員長 松尾一郎 CeM I環境・防災研究所 副所長

アドバイザー 藤井敏嗣 東京大学名誉教授、火山噴火予知連絡会会長

事務局 大島町役場 総務課（防災対策室）

第１回
（5月20日）

タイムライン策定の進め方について
台風26号・27号災害の振り返り
台風26号・27号対応の振り返り

第２回
（7月）

台風26号・27号における行動内容の確認、
整理
気象情報と防災情報の解説

第３回
（8月）

タイムラインたたき台の確認

第４回
（１月予定）

素案の作成
改善事項の共有

台風26号・27号時に行った防災対応業務
台風26号・27号の教訓ふりかえり

調査

1

タイムライン試行版の運用（台風期）

タイムライン元年 東京都大島町

Ichiro Matsuo ©CeMI 19
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国土交通省の取組
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避難解除

1

10

TEC FORCE

○ホットライン

タイムライン
※ 0k 5.7k
※ 26 4

72h

48h

39h

29h

21h

0h

15h

CCTV

※

※

2.0m

3.5m

5.4m

避難勧告

避難完了

避難開始

避難指示

3.1m
避難準備情報 要配慮者避難開始

4.5m 19h

○ホットライン
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事 例
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H27

26 8

【検討対象範囲】
荒川下流部氾濫ブロックＲ２（隅田水門上流）の沿川市区の
範囲をリーディングプロジェクトの対象として検討

26 7

荒川下流域を対象としたタイムライン

2424
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荒川下流域を対象としたタイムライン

TL

2014/12/3

特特定非営利活動法人
環境防災総合政策研究機構

座長 CeMI環境・防災研究所 松尾一郎
構成員：庄内川河川事務所、名古屋地方気象台、名古屋市、愛

知県、愛知県警察、名古屋駅地区街づくり協議会、名
古屋駅地区防火・管理協議会、名古屋鉄道、近鉄等

オブザーバー：中部運輸局、中部地方整備局

1

H27

26 6 4

H12

2626
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20140714

20141128

特特定非営利活動法人
環境防災総合政策研究機構本省タイムライン ワークショップ

大臣官房参事官（運輸安全防災）付       気象庁総務部企画課 

  大臣官房技術調査課                        気象庁予報部業務課 

   水管理・国土保全局河川環境課            気象庁地震火山部管理課 

  水管理・国土保全局防災課             海上保安庁警備救難部環境防災課 

  水管理・国土保全局砂防部砂防計画課        海上保安庁交通部安全課 

  道路局国道・防災課                       大臣官房官庁営繕部計画課 

  住宅局建築指導課                総合政策局公共事業企画調整課施工安全企画室 

   鉄道局安全管理官室                        海事局安全政策課危機管理室 

   自動車局安全政策課                      北海道局水政課 

  自動車局旅客課                         国土技術政策総合研究所河川研究部水害研究室 

  港湾局海岸防災課                          国土地理院企画部防災推進室 

  航空局安全企画課                         

4
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提唱者として失敗は出来ない

5回の試行検証

特特定非営利活動法人
環境防災総合政策研究機構
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コミュニケーションの促進

先を見越した行動によって的確な対応が実現

地域防災の連携ツールとしての役割

32

exp
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基準１ 台風の発生、襲来の可能性 情報収集 調整 調整 調整 調整 助言

タイムラインの立上げ（基準に基づく） 意思決定 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 助言 助言 共有 助言 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有

防災情報の収集・共有 情報収集 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 提供 提供 共有 提供 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有

防災行動の企画立案・組織内役割の確認 計画立案 調整 調整 調整 共有 調整 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有

管内管理施設の巡視・点検 行動 行動 行動 行動 行動 行動 行動 行動 行動 行動 行動 行動 行動

住民等への定期的な防災情報の提供 行動 共有 行動 行動 行動 行動 行動 行動

基準２ 台風の影響あり、気象・水象現象が注意状況 意思決定 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 助言 助言 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有

想定現象別の避難計画の立案・調整 計画立案 調整 調整 調整 共有 調整 調整 調整 調整 助言 助言 共有 共有 共有 共有

要援護者等の自主避難にかかる事前調整 指揮調整 協働 共有 共有 共有 共有 共有 共有

住民・利用者への避難予告 指揮調整 共有 共有 指揮 共有 共有

基準３ 気象警報または、河川はん濫の可能性 意思決定 協働 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 助言 助言 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有

水防団の出動判断 指揮調整 協働 判断

避難所の開設準備 指揮調整 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有

自主避難のよびかけ（要援護者避難の実施) 意思決定 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有

基準４ 土砂情報、はん濫危険水位超過、の可能性 意思決定 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 協働 協働 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有

避難情報の発表 意思決定 共有 共有 共有 共有 行動 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有

住民の避難およびその支援 指揮調整 共有 行動 行動 行動 行動 行動 行動 行動 助言 共有 共有 行動 行動 行動 行動

救助・避難誘導 指揮調整 共有 共有 共有 行動 共有 行動 行動 行動 共有 共有 共有 行動 行動 行動 行動 行動 共有 共有 行動 行動

基準５ 台風最接近、河川はん濫 発生 意思決定 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 助言 助言 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有 共有

垂直避難（緊急）の呼びかけ 指揮調整 共有 共有 共有 助言 行動 行動 行動 行動 助言 助言 助言 助言 行動 行動 行動 共有 共有 行動 行動

（ゼロアワー）消防・警察 退避 指揮調整 行動 行動 行動 行動 行動 行動

⇒ ⇒ ⇒

Ichiro Matsuo ©CeMI
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１．タイムラインは、先を見越した早めの行動が安心・安全に
２．タイムラインは、予め役割を決めて無駄な調整は最小限に
３．タイムラインは、参加機関のコミュニケーションツール
４．タイムラインは、自治体の意思決定支援ツール
５．タイムラインは、漏れ・抜け・落ちに繋がるチェックリストになる
６．タイムラインは、教訓や課題の改善に

Ichiro Matsuo ©CeMI

タイムラインの効果
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どのように構築するのか

Ichiro Matsuo ©CeMI

特特定非営利活動法人
環境防災総合政策研究機構

タイムラインの作成手法

クロノロクロノロ災害対応
クロノロ

ふりかえり
(AAR)

対応業務の
構造化
(WBS)

主管・応援機
関の決定

連携のための
調整

実効性のある
個別計画

(TIMELINE)
災害
対応

災害対応の
記録

災害対応業務
の形式知化

連携のとれた
災害対応業務
の計画

災害対応
の試行・実施

だれが

何を

いつ

2

3

6Ichiro Matsuo ©CeMI 36
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作業

まとまり作業

業務

作業
作業

業務を階層化（W BS)

Ichiro Matsuo ©CeMI
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－ －

■台風発生
∩地域の影響

■先行前線
の影響

■洪水体制
■ＴＬ切替
■情報共有

■台風位置
注意エリア

■暴風予想

■予想雨量
＞Ｒ１

■水位低下
■洪水体制

■水防団行動水
位

■ゼロアワー
調整
■予告周知
■行動計画の
再確認
■施設点検等

■情報共有

■台風予測
警戒エリア

■予想雨量
＞Ｒ２
（土壌雨量
指数）

■水位低下
■放流量
■洪水操作

■水防団行動水
位
■避難判断水位

■早期予告
■避難所開設
■自主避難
■避難勧告

■要援護者
避難

■台風予測
行動エリア

■予想雨量
＞Ｒ３
（土砂危険
度）

■水位低下
■放流量
■洪水操作

■危険水位 ■避難指示
■安全な場
所への避難

■最接近また
は通過

■但書操作 ■はん濫発生 ■水防団退避 ■緊急避難

■浸水排除
■孤立者
救護

■救助・救護 ■救助

Ichiro Matsuo ©CeMI
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タイムラインにおける防災対応とトリガーなる防災情報

•
•
•

•
•
•

•
•
•

•
•
•

Ichiro Matsuo ©CeMI
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目指すもの
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警察

Ichiro Matsuo ©CeMI 41
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TIME ACT ESF#
01

ESF#0
2

ESF#03

120 96

96 72

72 48

48 24

24 12

12 6

ＴＬ 構造イメージ

TIME ACT ESF#
01

ESF#0
2

ESF#03

120 96

96 72

72 48

48 24

24 12

12 6

TIME ACT ESF#
01

ESF#0
2

ESF#03

120 96

96 72

72 48

48 24

24 12

12 6

TIME ACT ESF#
01

ESF#0
2

ESF#03

120 96

96 72

72 48

48 24

24 12

12 6
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タイムラインを学ぶ（広報）

44

大規模水災害の被害軽減に関する日米シンポジウム（案）
日時： 平成２７年２月１２日（木） ＰＭ

主催： 国土交通省、経済団体連合会、その他
構成：１．主催者挨拶（国土交通省（政務））

２．米国ハリケーン・サンディの調査概要報告
３．米国の防災対応事例紹介（FEMA、ニュージャージー州防災担当者）
４．国難災害と企業防災 （河田惠昭関西大学）
５．日本における新たな取り組み（池内幸司局長）
６．パネルディスカッション

コーディネータ： 松尾一郎 ＣｅＭＩ環境・防災研究所副所長
パネリスト： 林春男 京都大学教授

渡辺研司 名古屋工業大学教授
経団連委員
池内幸司 水管理・国土保全局長

米国ハリケーン・サンディ調査報告会
日時： 平成２７年２月１３日（金） 13時30分～17時
場所： 関西大学セミナー会場（予定）
主催： 国土交通省、関西大学
構成： 主催者挨拶（河田先生）

米国ハリケーン・サンディの調査概要報告（調査団員）
意見交換

「国難」となる巨大災害に備える ～日米危機管理の現状とこれから～
日時： 平成２７年２月１３日（金） 9時30分～12時
主催： 関西大学、ＣｅＭＩ環境・防災研究所
構成： 主催者挨拶（ＣｅＭＩ環境・防災研究所 藤井敏嗣所長

講演 河田恵昭 (関西大学、ＣｅＭＩ理事長)
ＦＥＭＡまたはニュージャージー州防災担当者
松尾一郎（ＣｅＭＩ環境・防災研究所 副所長）
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ご静聴ありがとうございました

地域の命を守る、自治体・市民目線
のタイムライン構築を期待します。

45Ichiro Matsuo ©CeMI




